
評

悩
ま
せ
て
き
た
こ
の
難
題
に
、
著
者
は
お
も
わ
ぬ
見
通
し
を
与
え
る
。
外

国
人
作
家
に
よ
る
短
縮
の
「
再
話
」
な
の
だ
か
ら
、
当
然
そ
の
原
型
と
な

る
口
承
が
害
在
す
る
は
ず
だ
。
『
怪
談
』
同
S
ミ
を
抽
出
(
一
九

O
四
年
)
の
序

文
に
も
、
武
蔵
関
西
多
摩
郡
調
布
村
の
農
夫
の
語
り
、
と
注
記
が
あ
る
。

著
者
は
小
松
和
彦
(
一
九
四
七
年
生
)
主
導
の
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
「
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
も
参
照
し
て
い
る
が
、
そ
こ

ば
く
ぱ
だ
け
ゆ
き
じ
よ
ろ
う

に
は
「
白
馬
岳
の
雪
女
郎
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
れ
に
類
し
た
口
碑
伝

説
が
数
種
確
認
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ハ

1
ン
が
取
材
し
た
の
で
は
、
と
い
う

蓋
然
性
が
想
定
さ
れ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
思
い
込
み
が
巣
食
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

口
承
が
追
っ
て
文
字
佑
さ
れ
る
と
い
う
順
序
へ
の
信
仰
で
あ
り
、
口
碑
伝

承
者
に
は
文
学
的
な
素
養
は
な
い
も
の
と
す
る
前
提
で
あ
る
。
著
者
は
、

参
照
し
た
デ
!
夕
べ
!
ス
に
は
民
俗
学
関
係
の
雑
誌
記
事
か
ら
の
収
録
が

多
い
反
面
、
文
学
関
係
は
脆
弱
な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
民
俗
学
関
係

の
採
取
事
業
は
、
柳
田
園
男
(
一
八
七
五

i
一
九
六
三
年
)
の
『
遠
野
物

語
』
(
緊
精
堂
、
一
九
一

O
年
)
が
ニ

O
一
O
年
に
刊
行
百
周
年
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
け
っ
し
て
明
治
時
代
以
前
の
無
文
字
社
会

の
言
い
伝
え
を
文
字
に
起
こ
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
!
ン
の
「
雪
女
」

は
一
九

O
四
年
の
作
で
あ
り
、
近
代
民
俗
学
に
よ
る
学
術
的
口
承
採
取
作

業
が
本
格
化
す
る
以
前
の
、
古
層
の
記
憶
に
属
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
、
筆
者
の
追
跡
は
通
常
の
道
筋
と
は
逆
の
方
向
を
辿
り
始
め

る
。
青
木
純
二
(
一
八
九
五
年
!
?
)
が
白
馬
岳
山
麓
で
初
め
て
「
雪
女
」

を
「
採
話
」
し
た
の
は
一
九
三

O
年
。
『
遠
野
物
語
』
の
採
話
者
、
佐
佐
木

き
ぜ
ん

喜
善
(
一
八
八
六
i

一
九
三
三
年
)
の
『
聴
耳
草
紙
』
(
一
ニ
元
社
)
が
一
九

一
一
二
年
だ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
の
「
採
取
」
で
あ
る
。
だ
が
青
木

書

遠
回
勝
著

吋
〈
転
生
〉
す
る
物
語
』

1

1
小
泉
八
雲
「
怪
談
」
の
世
界

i
i

(
新
躍
社
、
二

O
一
一
年
)

稲

賀

繁

美

著
者
会
心
の
著
作
だ
ろ
う
。
迂
闘
に
内
容
に
踏
み
込
ん
勺
は
、

j
f
-

書
を
矯
い
て
い
な
い
読
者
の
楽
し
み
を
奪
う
の
で
は
、
と
心
証
に
な
る

4

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
謎
解
き
が
つ
、
ぎ
つ
ぎ
と
認
識
の
一
扉
を
開
い
て
ゆ
く
さ
ま

肝
心
地
よ
い
。
平
山
祐
弘
氏
ご
九
三
一
年
生
)
が
主
導
さ
れ
た
ラ
フ
カ

ナ
ト
ト
・
ハ

1
ン
(
一
八
五

O
i
一
九

O
四
年
)
研
究
が
、
そ
れ
へ
の
執

助
な
反
論
も
巧
み
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
選
り
抜
き
の
研
究
者
を
巻
き
1
む

こ
一
と
で
成
し
遂
げ
た
達
成
の
水
準
を
、
見
事
に
証
拠
、
だ
て
る
著
作
、
だ
と

志
い
え
、
お
そ
ら
く
他
の
専
門
領
域
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
完
成
度
が
逆
に

か
札
論
上
の
限
界
の
み
な
ら
ず
、
素
材
の
扱
い
に
関
す
る
不
満
に
繋
が
る

懸
念
も
あ
る
。
江
戸
文
諮
問
、
民
俗
学
、
口
承
伝
承
論
、
女
性
論
他
の
専
門

家
か
ら
、
い
か
な
る
裁
定
が
下
さ
れ
る
か
注
目
し
た
い
《

ぷ
ず
圧
巻
は
、
冒
頭
書
き
下
ろ
し
の
「
小
泉
八
雲
と
自
本
の
民
話

i

「
雪
女
」
を
中
心
に
」
だ
ろ
う
。
あ
ま
り
に
著
名
な
「
雪
女
」

J
E
5
3
0
5
ω

は
い
か
な
る
口
承
伝
承
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
の
か
。
多
く
の
研
究
者
を

150ー

の
採
取
し
た
テ
ク
ス
ト
を
ハ
!
ン
の
そ
れ
と
比
較
し
さ
え
す
れ
ば
、
事
は

露
見
し
た
に
等
し
い
。
青
木
の
採
取
し
た
物
語
は
、
ハ

l
ン
作
品
の
高
演

長
江
訳
(
『
怪
談
』
す
み
や
書
房
、
一
九
一

O
年
)
に
基
づ
く
焼
き
麗
し
と

判
明
す
る
。
そ
も
そ
も
白
馬
採
話
に
見
え
る
「
箕
吉
」
「
茂
作
」
と
い
う
名

は
、
ハ

i
ン
が
自
ら
の
創
作
の
途
中
で
補
っ
た
名
前
に
他
な
ら
な
い
。
創

作
か
ら
瓢
窃
の
う
え
口
承
が
担
造
さ
れ
た
と
形
容
し
て
は
、
「
詐
欺
的
行

為
」
(
二
二
頁
)
と
断
ず
る
に
等
し
い
が
、
実
際
に
は
口
碑
採
取
の
現
場
で

は
、
「
机
上
の
引
き
写
し
」
と
い
う
転
倒
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
れ
が
伝
承

記
録
の
「
真
実
」
だ
っ
た
。
も
と
も
と
「
武
蔵
閣
」
の
伝
承
、
と
い
う
の
が
、

ハ
1
ン
の
「
傑
作
に
と
っ
て
の
唯
一
と
い
っ
て
も
い
い
弱
点
」
(
一
一
一
九
頁
)

に
も
等
し
か
っ
た
。
こ
の
弱
点
を
見
事
に
補
っ
た
「
白
馬
岳
」
の
雪
女
伝

説
は
、
ま
ん
ま
と
ハ
!
ン
の
「
雪
女
」
の
原
拠
と
し
て
市
民
権
を
得
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
神
話
・
伝
承
を
、
文
学
以
前
の
潜
在
態
と
し

て
復
権
し
て
き
た
学
術
の
盲
点
が
暴
か
れ
て
い
る
。

ご
」
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
、
調
べ
た
わ
た
し
自
身
が
、
呆
然
と

し
て
い
る
」
(
五

O
頁
)
。
民
話
採
取
と
い
う
作
業
は
、
民
話
を
聴
き
取
り

た
い
と
い
う
以
上
に
、
読
み
た
い
と
い
う
欲
望
の
な
せ
る
技
だ
っ
た
。
そ

し
て
こ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
の
神
話
採
取
の
場
合
に
も
頻
発
し
て
い

た
倒
錯
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
民
話
」
と
は
田
舎
の
素
朴
な
口
承
伝
承
な

ど
で
は
な
い
。
「
民
話
を
発
見
」
し
「
民
話
の
命
」
を
「
蘇
ら
せ
よ
う
」
と
す

る
使
命
感
は
、
あ
く
ま
で
二
十
世
紀
に
な
っ
て
、
「
近
代
化
」
の
世
相
の
な

か
で
流
行
を
み
た
「
都
市
現
象
」
だ
っ
た
。
敗
戦
後
に
そ
の
中
心
を
担
っ

た
の
が
松
谷
み
よ
子
(
一
九
二
六
年
生
)
と
「
民
話
の
会
」
だ
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
象
徴
と
な
っ
た
の
が
「
夕
鶴
」
(
『
婦
人
公
論
』
一
九
四
九
年
一
月
。

単
行
本
は
弘
文
堂
、
一
九
五

O
年
)
だ
が
、
実
は
、
こ
の
民
話
劇
を
流
行
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さ
せ
た
木
下
願
二
(
一
九
一
四

i
二
O
O六
年
)
の
父
、
粥
八
郎
は
熊
本

時
代
の
ハ

l
ン
の
学
生
で
あ
り
、
順
こ
に
は
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

i
ン

ー
ー
そ
の
研
究
」
と
い
う
、
熊
本
時
代
の
ハ
!
ン
に
関
す
る
「
必
読
文
献
」

(
五
六
百
(
)
が
あ
っ
た
。
指
摘
さ
れ
れ
ば
歴
然
た
る
こ
う
し
た
脈
絡
は
、

な
ぜ
い
ま
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
か
。

こ
れ
は
も
は
や
小
泉
八
雲
研
究
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
い
。
民
話
に

ま
つ
わ
る
「
近
代
の
神
話
」
の
一
角
が
崩
さ
れ
、
そ
の
実
態
が
露
呈
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。
遠
回
は
、
そ
の
一
連
の
動
き
に
植
物
栽
培
の
用
語
を
当

て
て
「
戻
し
交
配
」
(
六

O
頁
)
に
よ
る
品
種
改
良
と
呼
ぶ
。
「
雪
女
」
は
、

大
人
相
手
の
「
情
話
」
(
六
二
頁
)
の
性
格
を
失
い
、
「
童
話
」
(
六
五
百
(
)
へ

と
脱
皮
し
て
若
返
る
。
続
く
紙
面
は
、
民
話
を
「
は
る
か
昔
か
ら
民
間
に

伝
わ
る
物
語
」
と
み
な
す
「
神
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
か
ら
引
き
剥
が
し
、
む

し
ろ
そ
れ
が
戦
中
か
ら
戦
後
の
世
相
を
反
映
し
な
が
ら
再
話
さ
れ
、
再
生

さ
れ
た
反
努
の
営
み
だ
っ
た
こ
と
を
解
明
す
る
。
吋
鈴
木
サ
ツ
全
昔
話
集
』

(
小
津
俊
夫
・
荒
木
田
経
子
・
遠
藤
篤
編
、
向
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
)

が
模
範
と
し
て
検
討
さ
れ
る
。
た
し
か
に
サ
ツ
に
遠
野
の
「
雪
女
の
話
」

を
語
ら
せ
た
の
は
、
「
近
代
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
需
要
と
圧
力
」

(
一
二
五
百
(
)
だ
っ
た
。
だ
が
サ
ツ
は
そ
こ
で
、
す
で
に
半
世
紀
以
前
も

昔
の
「
本
物
の
遠
野
綾
織
町
の
方
言
世
界
」
と
い
う
「
す
で
に
失
わ
れ
た

一
一
一
一
口
語
空
間
へ
の
迎
行
」
(
一
二
六
頁
)
を
試
み
て
い
る
。
「
過
去
の
わ
た
し
た

ち
」
(
一
二
九
頁
)
の
再
発
見
を
目
指
す
語
り
部
。
そ
こ
に
遠
回
は
、
再
話

に
よ
っ
て
蘇
る
昔
話
の
実
相
を
確
か
め
る
。
論
文
の
見
事
な
末
尾
は
、
読

者
各
自
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

本
書
の
題
名
「
〈
転
生
〉
す
る
物
語
」
は
、
第
一
部
に
見
た
よ
う
に
「
雪

女
」
の
転
生
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
第
二
部
で
は
、
ハ

l
ン
の
「
お
貞
の

言平

下
に
、
女
性
の
怨
念
イ
口
実
と
し
た
残
虐
趣
味

ι盛
り
込
ん
だ
伝
統
の
側

か
ら
再
点
検
す
れ
ば
ハ

1
ン
に
よ
る
女
性
の
転
生
が
い
か
な
る
折
衷
と

J
1
1
3
5も
の
か
に
も
、
お
の
ず
と
異
な
っ
た
視
界
が
開
か
れ
る
に
連

れ
わ
し
こ
こ
で
は
「
怨
魂
借
鶴
」
(
鴻
粛
)
か
ら
「
お
貞
」
(
ハ
!
ン
)
へ
、

、
こ
は
激
石
『
夢
十
夜
』
の
第
一
夜
を
経
由
し
て
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
(
『
ホ

ト
キ
ス
』
一
九

O
六
年
四
月
)
の
「
清
」
に
い
た

J111て
本
書
第
一
一
一
部
に
進
み
た
い
。
先

ιuu

一
日
寸
な
ざ
し
ゃ
、
縦
州
事
な
仮
説
提
起
の
筆
捌
き
を
堪
能
さ
せ
る
の
は
、

程
控
カ
り
・
中
入
り
後
の
論
文
群
と
い
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

第
三
部
「
仲
介
者
ハ
!
ン
」
は
三
つ
の
論
文
か
ら
な
る
。
ま
ず
『
吉
今

日日目一日幻料叫ん七日ュ一

一
訪
日
白
川
市
計
年
日
出

推
測
は
平
日
祐
弘
に
あ
る
が
、

し
か
に
西
欧
の
読
者
向
け
の
翻
案
と
は
い

え
、
こ
の
雌
鳥
の
行
動
に
違
和
感
を
抱
く
読
者
は
少
な
く
な
;
を
こ
.

遠
田
は
新
た
な
解
釈
を
提
起
す
る
。
雌
鳥
の
自
立
こ
ま
、

j

し
ぷ
こ
に

昨
日
14砕
け
れ
弘
中
山
川
計

事
件
の
際
に
自
刃
し
て
ロ
シ
ア
皇
帝
に
詫
び
た

2
k
i
ぉ…一

50に
描
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
ハ

1
ン
が
j
子
の
う
ち
に
自
ら
〉

要
を
重
ね
合
わ
せ
に
見
て
い
た
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。
勇
子
を
士
族
の
わ

書

話」

d
括
的
件
。
ミ
。
問
。
，
吋
包
が
語
る
転
生
の
物
語
そ
の
も
の
が
、
激
石
の

『
夢
十
夜
』
(
春
陽
堂
、
一
九
一

O
年
)
の
第
一
話
に
転
生
す
る
、
と
い
っ

た
(
す
で
に
平
川
祐
弘
が
提
唱
し
て
い
た
)
二
重
箱
の
構
造
に
も
、
探
索

の
触
手
が
伸
ば
さ
れ
て
ゆ
く
。
『
夢
十
夜
』
の
研
究
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
い

か
に
こ
れ
ま
で
の
近
代
文
学
研
究
者
た
ち
が
、
気
ま
ま
な
感
想
を
書
き
つ

け
た
だ
け
だ
っ
た
か
が
暴
露
さ
れ
る
。
と
開
時
に
一
九
九
六
年
の
平
山
論

文
(
こ
れ
は
評
者
も
別
途
書
評
し
た
の
で
省
略
す
る
)
に
よ
り
ハ

i
ン
の

種
本
と
判
明
し
た
吋
夜
笥
鬼
談
』
上
下
(
吾
妻
健
三
郎
、
一
八
八
九
・
九

四
年
)
の
著
者
、
石
川
鴻
粛
(
一
八
三
一
ニ
!
一
九
一
六
年
)
が
、
そ
の
後

の
張
偉
雄
(
一
九
五
五
年
生
)
ほ
か
の
研
究
に
よ
っ
て
復
権
を
と
げ
、
ロ

パ
l
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

H
N
o
g立
の
ω
ヨロ

Z
ロ
(
一
九
五
七
年
生
)
校
注
に
よ

り
二

O
O三
年
に
は
岩
波
書
庖
の
『
新
自
本
古
典
文
学
大
系
』
に
収
録
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
漢
文
で
書
か
れ
た
明
治
の
文
学
が
い
ま
ま
で
冨
文

学
研
究
の
世
界
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
逆
照
射
さ
れ
、

文
学
享
受
の
実
相
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た
様
も
見
え
て
く
る
。

も
っ
と
も
、
鴻
驚
の
男
尊
女
卑
で
儒
教
道
徳
の
教
訓
と
い
う
枠
組
み
に

忠
実
な
劉
魂
諦
は
、
現
在
の
女
子
学
生
か
ら
は
拒
絶
さ
れ
た
、
と
遠
回
は

授
業
で
の
経
験
を
も
ら
す
(
一
五
九
頁
)
。
と
は
い
え
清
の
初
代
駐
日
公

使
間
や
黄
遵
憲
(
一
八
四
八
!
一
九

O
五
年
)
に
よ
る
『
日
本
園
志
』
『
日

本
雑
事
詩
』
編
纂
に
も
参
画
し
て
い
た
鴻
粛
を
、
「
清
末
H
H

明
治
の
文
学

園
」
(
一
六
三
百
(
)
の
一
員
と
し
て
遇
し
た
な
ら
ば
、
従
来
の
日
本
語
文
学

の
枠
組
み
に
収
ま
ら
ぬ
歴
史
的
現
実
が
再
発
見
さ
れ
よ
う
。
ま
た
十
九
世

紀
の
日
本
文
学
と
い
う
視
野
を
導
入
す
れ
ば
、
鴻
粛
の
倫
理
的
判
断
は
、

む
し
ろ
山
東
京
傍
(
一
七
六
一

i
一
八
一
六
年
)
か
ら
曲
亭
馬
琴
(
一
七

六
七
i

一
八
四
八
年
)
、
排
亭
種
彦
(
一
七
八
三
i

一
八
四
二
年
)
き
ら
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え
に
、
大
田
雄
三
(
一
九
四
一
一
一
年
生
)
は
作
品
の
一
一
一
一
同
意
性
そ
の
も
の
を
疑

問
視
す
る
が
こ
の
説
に
対
し
て
遠
田
は
、
そ
こ

U
U

そ
小
泉
家
の
婿
養

子
と
な
っ
た
ハ
!
ン
の
視
線
、
士
族
の
娘
た
る
者
の
「
意
地
と
覚
悟
」
(
一

一
一
一
一
ー
へ
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
巧
み
に
切
り
返
す
。
「
お
し
ど

f
J

」
と
し
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
ハ

1
ン
が
-
託
し
た
も
の
こ
そ
、
日
本
女
生

の
貞
淑
な
内
面
に
液
る
激
情
だ
っ
た
の
だ
、
と
。
・
1
.，

B

つ
づ
く
「
人
形
の
墓
」

Z
宮
内
}
1
0
2
8

同
長
ω
は
、
鴇
本
寺
も
こ
¥
/
宝

麗
い
い
れ
た
子
守
娘
の
身
の
上
話
を
、
門
つ
け
の

W
Uド
引
か
引
い
川

推
定
さ
れ
る
小
品
だ
が
、
祖
母
が
狂
乱
す
る
場
面
に
能
の
後
シ
テ
の
舞

UUU抗
日
目
叫
日
!
日
、
れ
い
叫
江
ヰ
日
れ
、

一
ほ
か
な
ら
ぬ
ハ
!
ン
が
演
じ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
ポ
!
ル
・
ク
ロ

i

幻
同
日
日
仁
川
h
ド
一
れ
付
日
付
ぺ
社
説
コ

i
サ
1

・
寸
ェ
イ
リ

j
b
H
F号

3
5
(
一
八
八
九
l

一
九
六
六
年
)
T

H
り
H
M
U
計上町一一信一日目立引

慰
霊
と
鎮
魂
の
儀
礼
の
戎
克
こ
「
1
3
:
ま
え

¥
R
F
I
;
員
M
M
」
に
員
献
し
た
こ
と
に
な
る
。

訂
…
山
市
民
出
出
一
H

r
gだ
っ
た
。
後
妻
は
安
ら
ぬ
と
の
約
束
を
夫
か
ら
取
り
付
け
て
臨
終
を

迎
え
た
妻
が
、
夫
の
違
約
に
怒
り
、
後
妻
を
殺
害
す
る
凄
惨
な
方
E

h

り
、
霊
の
妄
執
に
迫
る
執
劫
な
描
写
に
は
、
撃
と
の
印
象
を
削
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評
家
す
ら
あ
る
。
だ
が
遠
回
は
先
行
す
る
章
の
「
複
式
夢
幻
能
」
構
造
を

踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
も
卓
越
し
た
読
み
を
提
唱
す
る
。
即
ち

i
l

「
破
ら
れ
た
約
束
」
で
は
、
物
語
の
結
末
に
話
者
が
現
わ
れ
て
、

E
d
M
2

2
m
誌
の
昨
え
件
。
ミ
ョ
だ
と
感
想
を
述
べ
る
。
違
約
を
犯
し
た
夫
に
出
一
対
る
な

ら
ま
だ
し
も
、
若
い
後
妻
に
は
何
の
罪
も
な
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
わ

け
だ
。
こ
の
よ
ど
が
西
洋
社
会
の
論
理
と
倫
理
と
を
代
弁
し
た
作
者
ハ

!
ン
の
良
識
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
対
し

て
、
志
位
認
宮
内

2
5
8
Hと
想
定
さ
れ
る
男
が
「
そ
れ
は
男
の
理
屈
で
、
女

の
気
持
ち
は
、
そ
れ
じ
ゃ
す
ま
な
い
」
(
二
二
六
百
(
)
と
反
駁
す
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
話
者
H

ハ
!
ン
は
、

J
r
d
司
自
ユ
同

zww
と
納
得
し
て
み
せ
、

物
語
は
終
わ
る
。
こ
こ
に
は
何
が
発
生
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
因
果
話
」
宮
間
4Sa出
何
回
口
出

ω
立
に
も
、
体
か
ら
切
り
落
と
さ
れ
た
手
が
、

な
お
も
後
妻
の
乳
房
を
弄
る
描
写
が
あ
り
、
牧
野
陽
子
(
一
九
五
三
年
生
)

は
モ
!
パ
ッ
サ
ン
の
ミ
号
室
知
名
8
8
E
(
一
八
五

O
!
九
三
年
)
か
ら

の
信
用
を
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
類
話
で
は
、
い
ず
れ
も
違
約
を
犯

し
た
男
の
罪
は
問
わ
れ
や
す
、
死
霊
と
佑
し
た
前
妻
の
後
妻
に
対
す
る
嫉
妬

ば
か
り
が
荒
れ
狂
う
。
話
者
と
し
て
の
ハ

i
ン
の
「
裁
き
の
天
秤
は
バ
ラ

ン
ス
を
狂
わ
せ
が
ち
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
」
と
遠
回
は
「
多
数
の
読
者

の
不
満
に
も
同
意
」
(
二
三
四
貰
)
し
て
み
せ
、
そ
の
あ
と
で
、
こ
の
謎
に

ひ
と
つ
の
回
答
を
提
示
し
て
み
せ
る
。
そ
も
そ
も
作
者
自
身
が
舞
台
の
ワ

キ
に
間
入
し
て
「
物
語
の
結
末
は
お
か
し
い
」
と
言
い
募
る
と
い
う
の
は
、

い
か
な
る
事
態
だ
ろ
う
か
。

だ
が
本
書
を
こ
こ
ま
で
読
み
進
め
て
き
た
読
者
に
は
、
既
に
そ
の
答
え

も
、
う
っ
す
ら
と
見
え
て
く
る
。
〈
転
生
〉
す
る
女
性
の
物
語
を
つ
、
ぎ
つ
、
ぎ

に
転
生
さ
せ
た
ハ
!
ン
に
と
っ
て
、
そ
の
根
源
に
存
在
し
た
女
性
。
そ
の

前
半
生
に
苦
難
を
抵
め
た
ハ
!
ン
に
と
っ
て
、
禁
じ
ら
れ
た
噌
虐
へ
の
陶

酔
と
自
己
懲
罰
と
が
渦
巻
く
絵
巻
こ
そ
『
怪
談
』
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
の
救
済
H
自
己
昇
華
を
彼
に
許
し
た
の
が
、
複
式
夢
幻
能
の
ワ
キ
の

位
置
に
、
異
国
の
立
会
人
と
し
て
自
ら
を
召
喚
す
る
と
い
う
、
日
本
体
験

だ
っ
た
と
は
言
え
ま
い
か
。
遠
回
説
に
導
か
れ
た
評
者
は
、
こ
こ
に
、
ハ

!
ン
か
ら
小
泉
八
雲
へ
の
、
母
の
〈
転
生
〉
の
印
を
見
届
け
た
い
。

~5fl 害

不
在
の
形
象
こ
そ
、
ハ

i
ン
が
直
接
触
れ
る
こ
と
は
忌
避
し
つ
つ
も
、
求

め
続
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
れ
は
、
「
険
の
母
」
な
ど
と
い
う
陳
腐
で
な
ま
易
し
い
表
象
で
は
な
い
。

父
に
捨
て
ら
れ
コ
ル
フ
島
に
狂
死
し
た
母
の
面
影
こ
そ
、
『
怪
談
』
を
通
じ

て
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
怨
霊
の
正
体
だ
っ
た
(
二
三
六
頁
)
。
こ
の
推
論
を
述

べ
る
遠
回
の
行
文
は
、
味
読
に
値
す
る
。
そ
の
う
え
で
評
者
と
し
て
蛇
足

を
加
え
た
い
。
父
を
奪
っ
た
女
や
そ
の
子
供
に
報
復
を
加
え
る
と
い
う
無

理
無
体
は
、
無
念
の
死
を
遂
げ
た
自
ら
の
母
、
そ
の
不
症
の
穿
在
を
慰
撫

す
る
た
め
の
禁
じ
ら
れ
た
衝
動
と
し
て
、
ハ
!
ン
の
創
作
の
根
源
に
封
印

さ
れ
て
い
た
。
若
き
臼
の
ハ
!
ン
が
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
新
聞
記
者
と
し
て

描
い
た
凄
惨
な
実
録
殺
人
事
件
の
数
々
に
は
、
制
御
不
可
能
な
噌
虐
趣
味

が
露
呈
し
て
い
る
。
作
者
の
意
識
の
底
に
議
く
母
の
無
念
へ
の
憤
怒
は
、

反
社
会
的
な
攻
撃
性
の
牙
す
ら
抑
制
く
。
だ
が
そ
う
し
た
禁
忌
が
、
日
本
の

江
戸
文
襲
で
は
、
恰
も
道
徳
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
か
の
ご
と
く
、
陰
惨

な
描
写
を
も
慣
ら
ず
、
許
容
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
鷹
揚
さ
に
驚
き
、
猟
奇

の
極
致
に
再
調
す
れ
ば
こ
そ
、
ハ
!
ン
は
「
破
ら
れ
た
約
束
」
の
結
構
の

内
に
自
ら
の
遺
慢
の
お
、
ぞ
ま
し
き
拠
り
所
を
求
め
つ
つ
、
し
か
し
復
讐
の

道
徳
観
に
は
疑
問
を
皇
す
る
外
国
人
と
い
う
別
人
格
を
、
屑
到
に
も
舞
台

の
ワ
キ
に
確
保
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

凄
惨
な
物
語
を
語
り
つ
つ
、
そ
こ
に
疑
念
を
呈
し
た
う
え
で
、
結
局
、

自
分
に
は
異
郷
で
あ
る
自
本
土
着
の
解
釈
を
是
と
し
て
み
せ
る
ハ
!
ン
。

遠
回
は
そ
こ
ま
で
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
こ
こ
に
は
、
表
向
き
は
お
よ
そ

納
得
し
難
い
(
言
わ
ば
野
蛮
な
)
復
讐
の
倫
理
を
あ
え
て
甘
受
し
て
み
せ

る
越
境
の
身
振
り
を
と
お
し
て
、
自
ら
の
悪
魔
就
い
と
魂
の
浄
化
を
試
み

る
作
者
の
「
自
己
分
裂
」
の
姿
も
透
視
で
き
よ
う
。
「
前
妻
の
子
」
と
し
て
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